
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新聞記事抜粋 



「みやぎ地域・市民電力連絡会」が発足  

                        きらきら発電・市民共同発電所   理事   松浦 真 

（この原稿は、「鳴り砂」（2020 年 1 月号）に掲載されました。） 

 昨年 12 月 15 日、宮城県の 4 つの市民共同発電所の連絡会「みやぎ地域・市民電力連絡会」が結成されました。

当日「地域・市民電力フォーラム」を開催し、みやぎの 4 つの市民共同発電所の報告と、記念講演として全国ご当

地エネルギー協会代表理事佐藤彌右衛門さん、環境エネルギー政策研究所主任研究委員の山下紀明さんに講演を

していただきました。市民・地域共同発電所とは「エネルギー自立」をめざしてコミュニティや市民が再生可能エ

ネルギー事業に出資し、エネルギー生産者となる取り組みです。市民・地域共同発電所の取り組みは 90 年代後半

にはじまり、福島原発事故および再生可能エネルギー固定価格買取制度（FIT）の施行とともに、近年大きな進展

をみせ、2017 年には全国で 1000 基以上が設置されました。ここで、連絡会の 4 つの発電所の活動を紹介します。 

 きらきら発電・市民共同発電所 県内では最も早く 2015 年 4 月に設立され、2015 年 9 月に若林区井土浜に太陽

光発電所 1 号機を建設。きらきら発電は、危険な原発に頼らず、再生可能エネルギーへの道を求める市民から予想

を超える賛同を得、現在まで 7,000 万円以上の基金・寄付金が寄せられました。結果、2019 年 3 月 5 号機建設に

至りました。また 2019 年に売電先を東北電力から一部をパルシステムに切り替えました。きらきら発電の太陽光

発電による売電額は 2020 年には年に 1000 万円を超える予定です。そのため予定の 10 年を待たず基金の返金を開

始しています。また山形県金山町のソーラシェアリング発電所建設に基金協力しました。きらきら発電の今後の主

な課題は 1）売電額の増加に伴う課税負担のため、これ以上発電所を増やせ

ない中での新たな目標をどうするか？ 2）まもなく発生する黒字を今後ど

のように地域や社会に還元してゆくか等が考えられます。これまでも寄付

金を講演会等の再生可能エネルギーの普及活動や自然エネルギー見学会等

に活用してきました。今後は小水力発電の建設支援や個人の太陽光発電施

設の設置支援等、新たな再エネ推進活動を現在検討中です。 

 ひっぽ電力株式会社 人口 544 人（令和元年 10 月現在）の丸森町筆甫地区は少子高齢化と過疎化による人口減

少、担い手不足による田畑や森林の荒廃がすすんでいました。そんな中、東日本大震災による被害、特に原発事故

はこの地域に大きな影響を及ぼし、地域の暮らしを一変しました。その苦い経験を力に変えようと地元の有志が集

い地域の活性化、地域貢献を果たしていくことを目的に「ひっぽ電力株式会社」が 2016 年 3 月に発足しました。

2016 年 9 月には地区内外の支援者の協力により太陽光発電所 1 号機を建設、その後１２基の発電所を建設するな

ど順調に発展しています。昨年の台風 19 号の豪雨は幸いにも太陽光発電には直接的な被害をもたらさなかったも

のの、予定していた小水力発電所建設の計画見直しを余儀なくされました。 

 おながわ市民共同発電所 女川原発に賛成する人も反対する人も共同して再生可能エネルギーによるエネルギ

ーの地産地消を実現しようと 2016 年 12 月に発足。2018 年 2 月太陽光発電所第 1 号機、同年 12 月に 2 号機を建

設。おながわ市民共同発電所は発電による収益を地元の学生の奨学金に充てる計画です。2020 年度からいよいよ

その制度が発足します。おながわの太陽の光で若者の奨学金給付ができるという、エネルギーの地産地消を地で行

く取り組みとして今後の展開が期待されます。 

 みやぎ地域エネルギー合同会社 地域で創る自然エネルギーによって、安心で環境に優しく、持続可能なくらし

をみやぎ（宮城県内、周辺）に育むことを目的にみやぎ地域エネルギー合同会社が 2017 年 5 月に設立されました。

第 1 号機として 2019 年 2 月に生活協同組合アイコープみやぎ日の出センターの屋根に太陽光パネルを設置し、

「みやぎ地域共同発電所」を稼働させました。これは自家消費型、小規模私募債、屋根貸しモデルとしてみやぎで

はこれまでにない新しいタイプの発電所として注目され、今後の発展が期待されています。 

(次ページに続く) 

 

 

 

    きらきら発電・市民共同発電所 理事長 水戸部秀利 

（この原稿は、宮城保険医協会新年号「年男の近況報告」に掲載されました。） 

震災後の原発事故を契機に脱原発運動に関わり、それが高じて、原発に代

わるエネルギーを自分たちの手で！を合言葉に、2014 年 11 月市民共同発電

所の準備会を立ち上げ、翌年 4 月ＮＰＯ法人を取得しました。スタートから

およそ 5年、会員・協力会員は 200 名あまり、基金は 7000 万円を超え、5 号

機まで建設し、年間売電収益は 1000 万円に近づいてきました。 

 発電事業のかたわら、次世代の子どもたちに自然エネルギーを理解しても

らうための活動も行っています。原発や石炭火力推進派は、自然エネルギーは「不安定」で、ベー

スロード電源として原発や火力は必須と言います。そこで 9月 15 日の「ブンブンアースデイトミヤ

(富谷市)」でブースを設け、写真のような揚水発電実験装置を設置しました。意図は、太陽光エネ

ルギーを水の位置エネルギーに転換して保存し、必要に応じて水力発電で利用し、「不安定」を解

決するというものです。 

 下にペット洗浄用の 400 ㍑簡易プール、4 段に積み上げたコンテナの上に野菜洗浄用 200 ㍑ボッ

クス、地面に８０㍗太陽光パネル、下段プールに家庭用風呂―洗濯機くみ上げポンプを置き、太陽

光パネルと接続します。日が照ればポンプが動き出し、下のプールから上のボックスに水をくみ上

げます。水力発電機は自転車のリム発電機車輪を改造し、上のボックスからホースで水を落とし、

自転車の車輪を回転させて発電、その電気でラジオを聴くというシステムです。 

このシステムによって、太陽光がなくても上のボックスに水がある限りラジオが聴けるという、

太陽エネルギーを水に蓄えることが可能なことを一生懸命アピールしたのですが、親子連れの多く

は車輪を止めるとラジオが止まるという自転車の車輪発電に関心を示すだけでした。悪戦苦闘した

製作者の意図は十分には伝わりませんでしたが、参加者に自然エネルギーを体験していただくよい

機会になりました。太陽光パネル以外全てホームセンターから仕入れた材料で制作しました。この

大がかりな「ガラクタ」は、次の出番を待っています。 

 

原発にも石炭火力にも頼らず、地球に優しい電力の飛躍を！ 
 最後に今回結成された「みやぎ地域・市民電力連絡会」の役割についての私見を述べます。福島原発事故を境に、

原発の発電コストは大きく上昇し、今や原発は絶滅寸前のテクノロジーとさえ言われています。また石炭火力発電

をはじめとする化石燃料による発電は地球温暖化の観点から抑制せざるを得ないため、再生可能エネルギーの利用

が飛躍的に伸びることが期待されています。実際、再エネ 100％を現実的な目標として設定している国が少なくあ

りません。日本における再エネのポテンシャルは総発電容量の 2 倍近いことが環境省の調査報告書にも示されて

います。ここ宮城県では電力のポテンシャルの利用率は 1.2％に過ぎず、時代の潮流から大きく立ち遅れています。

今後、再生エネルギー利用を促進するためには国の政策転換とともに、宮城県や仙台市におけるエネルギー政策と

して再生可能エネルギー利用の拡大を求めてゆくことが重要と考えられます。また再生可能エネルギーの導入を目

指して活動している県内の諸団体にも連絡会への加盟を呼びかけ、地域・市民電力の県内のネットワークを広げる

ことが必要と思われます。みやぎ地域・市民電力連絡会が結成された 2019 年 12 月 15 日がいつの日か県内の再生

可能エネルギー発展の歴史に残る記念日となることを期待しています。 

ヒデ爺の再エネ理科実験 
 



きらきら発電の２０２０年度の総会議案を紹介します 

柳生もりの子発電所を無償譲渡 
 仙台市太白区柳生にあるきらきら発電 2 号

機もりの子発電所を 2020 年度中にもりの子

保育園の経営(社会福祉法人)に無償譲渡(寄

付)することを会員の皆様に提案し、ご承認を

得たいと思っています。 

建設費９２４万円・年間収入１２０万円 

 柳生もりの子保育園に建築した２号機発電

所は建設費 924 万円・年間収入 120 万円。それをわずか 5 年間だけの収入で手放すのはもったいな

いと、どなたもお考えでしょう。でも無償譲渡(寄付)しても、きらきら発電の経営にはまったく悪影

響しないのです。理由は「消費税」の存在です。 

来年度から年間収入が１千万を超え、消費税課税団体になり、百万円が消えていく 

 今年度 5 つの太陽光発電所の収入は 960 万円と想定されています。これは 5 号機の多賀城発電所

の収入が 4～5 月分ほぼゼロの状態での話。しかし来年度(2020 年度)は丸々1 年間の収入が見込まれ

ます。すると下表のように、年間収入 1 千万超えが見込まれます。したがって消費税課税団体とな

り、年間百万円以上の消費税を納めなければなりません。そこで消費税に賢く対応する方法を考え

ました。それが 2 号機もりの子発電所の無償譲渡です。 

もりの子の年間収入１２０万円が消費税１００万円+日常経費で相殺される 

 もりの子保育園の 2 号機発電所の年間収入は 120 万円。年間経費は、地代(屋根借地経費)63,000

円+通信費 57,600 円+電気代 19,200 円+減価償却固定資産税 76,700 円＝216,500 円。これに消費税

百万円を加えると 120 万円を超すことになります。これで、譲渡したほうが「きらきら発電」に取

って得だということがわかります。なお譲渡された社会福祉法人で減価償却固定資産税は発生しな

いので、こちらも収入が丸々利益につながり、大助かりということになります。 

１千万円越えそうな時、また譲渡を考えます 

 2020 年度もりの子の譲渡が問題なくスムーズに進行したら、今後 1 年間の収入が再び 1 千万円を

越えそうになった時、ほかの施設の譲渡を検討したいと考えます。ご協力よろしく。 

 

 

 

 

柳川 雅子 (仙台市) ９５歳 

 1929 年(大正 13 年)台湾台北市で生れ今年 8 回目の年女になります。 

 旧満州(中国東北部)のハイラルで小学校の教員をしていました。8 月 9

日にソ連軍の侵攻を受け、結婚したばかりの夫とは音信不通に。長春の母

らと鎮南浦(北朝鮮)で会えたのは、終戦を迎えた 15 日でした。女子供だ

けの世帯での帰国の旅は惨めでした。途中長男を出産。集団に置いていかれないようひたすら歩き

続け、小さな駅で眠ってしまった私は目を覚ますと、長男が腕の中で息絶えていました。何の罪も

ない多くの子供達が命を落としました。帰国後、夫と奇跡的に再会。名取高館小学校に勤務。1951

年宮城野原保育所ができ、阿部和子先生と一緒に保母として働き、坂病院栄養士業務に出向したこ

ともありました。1956 年乳銀杏保育園が開設され、0 歳児・障害児保育も始まり、1989 年定年退職

するまで 38 年間の保母生活でした。 

 寒い新京広場小学校で覚えたスケートやリラの花の甘い香りが街を包む満州で、最初の年女にな

った私がまた 9 回目の年女になる日はもうないでしょうが、良く食べ良く眠り転びながらも、反戦

の意を伝え続けたいと思っています。(写真左が柳川雅子さん、右は娘の博子さん) 

 

自然エネルギー見学に参加 

 仙台市太白区郡山 高橋 美子 

 11 月 2～3 日の自然エネルギー見学会では、福島 

県飯館村の「飯館電力」、土湯温泉「元気アップつ 

ちゆ」など、行く先々で熱い思いにあふれた方々と 

出会い、感動と元気をもらってきました。皆さんの 

共通した思いは、ふるさとの美しい自然と生活を、 

地域が心を合わせて豊かなものにしていく、豊富な 

地域資源「自然から生まれる力」を活用・循環して、 

住民自らが先進的で魅力的な地域を創っていく情熱 

あふれるものです。飯館電力は従来の野立てのほか 

牧草畑にソーラーシェアリングを設置し、飯館牛復

活に取り組んでいます。元気アップつちゆは温泉の

熱を利用し、お湯は温泉に返しています。 

 皆さんも、市民参加型の自然エネルギー発電に取

り組む「ＮＰＯきらきら発電」の会員になって、一

緒に楽しくためになる活動をしましょう。今年は 5

月 30～31 日に見学会が予定されているそうです。

ぜひ参加しましょう。 

ＮＰＯきらきら発電・市民共同発電所 

第６回定期総会のご案内 

 ＮＰＯきらきら発電の 2020 年度定期総

会のご案内をいたします。会員・準会員の

皆様、ご出席、よろしくお願いします。広 

日時 ＝ 4 月 29 日(水)午後 1 時半～4 時 

場所 ＝ 仙台市市民活動サポートセンター 

 今回の総会では、柳生もりの子保育園に

設置の第 2 号機発電所を保育所を運営する

社会福祉法人に寄付(無償譲渡)する議案な

ど、重要な議題がもりだくさんです。 広 

きらきら発電市民共同発電所ニュース 

２０２０年２月号    第６２号 

 〒981-3215 仙台市泉区北中山３丁目 17－12 

 電話・ＦＡＸ  ０２２(３７９)３７７７ 

HＰ      kirakirahatuden．com/ 

E メール     hirohata3777@outlook.jp 

 

リラの花咲く満州で最初の 

年女を迎え、今年で８回目 

 

 


